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令和６年３月三木市教育委員会（定例会）会議録 

 

１ 開催日程 

 (1) 開  会  令和６年３月２２日（金）午後２時 

 (2) 閉  会  令和６年３月２２日（金）午後３時４０分 

 

２ 場  所   三木市役所 ５階 大会議室 

 

３ 議事日程 

第  １  会議録署名委員の指名について 

第  ２  会議録の承認について 

第  ３  会議の公開・非公開の決定について 

第  ４  第１２号議案 
 

三木市教育委員会事務局組織規則の一部を改正

する規則の制定について 

第  ５  第１３号議案 
 

三木市立体育館等管理運営規則の一部を改正す

る規則の制定について 

第 ６  第１４号議案 
 

令和６年度三木市教育委員会事務局職員等の人

事異動について 

第 ７  報 告 事 項 

 

令和６年度における認定こども園及び保育所並

びに放課後児童健全育成（アフタースクール）事

業に係る補助執行について 

第 ８  報 告 事 項 
 

令和５年度三木市文化芸術賞被表彰者の決定に

ついて 

第 ９  報 告 事 項 
 

三木市教育委員会顕彰規則に基づく被顕彰者の

決定について 

第 １ ０  報 告 事 項  各課（室）の所管事項について 

第 １ １  その他 

第 １ ２  次回定例会の開催日程について 

 

４ 出 席 者 

教 育 長 大 北  由 美 

委 員 石 井  ひろ美 

委 員 中 嶋  直 裕 

委 員 梶    正 義 

委 員 稲 見  秀 行 

 

５ 欠 席 者  なし 
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６ 事務局出席者 

教 育 総 務 部 長      本 岡  忠 明 

教 育 振 興 部 長     鍋 島  健 一 

教 育 総 務 課 長     森 田  眞 規 

教 育 施 設 課 長     荒 田  知 宏 

生 涯 学 習 課 長     河 端    康 

図 書 館 長     伊 藤  真 紀 

文化・スポーツ課長     手 島  三知子 

学 校 教 育 課 長     田 中  智 美 

教 育 セ ン タ ー 所 長     計 倉  康 和 

小中一貫教育推進室長     武 内  克 朗 

教 育 ・ 保 育 課 長     仲 谷    淳 

教 育 総 務 課 係 長     三 觜  牧 恵 

教 育 総 務 課 主 事     大 野  剛 史 

 

７ 傍 聴 者  なし 

 

 

*************************************************** 

 

開  会 

教育長が、令和６年３月三木市教育委員会定例会の開会を宣言した。 

 

         *************************************************** 

 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

教育長が、三木市教育委員会会議規則第２８条の規定により、本日の会

議の会議録署名委員に、石井委員及び稲見委員を指名した。 

 

 日程第２ 会議録の承認について 

教育長が、令和６年２月定例会（１６日開催）の会議録について委員に

諮り、全員一致で承認された。 
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日程第３ 会議の公開・非公開の決定について 

教育長が、議事の進行について委員に諮り、第１４議案「令和６年度

三木市教育委員会事務局職員等の人事異動について」は、人事案件であ

るため、三木市教育委員会会議規則第５条第１項ただし書の規定によ

り、非公開で審議することについて同意された。 

 

 日程第４ 第１２号議案 三木市教育委員会事務局組織規則の一部を改正す

る規則の制定について 

  ○森田教育総務課長が次のように説明した。 

   第１２号議案、三木市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則

の制定について、三木市教育委員会の権限に属する事務の一部の教育長へ

の委任等に関する規則第２条第１項第２号の規定により、委員会の議決を

求める。 

事務分掌の変更に伴い、教育総務部教育総務課及び生涯学習課並びに教

育振興部小中一貫教育推進室の事務分掌の一部を改正する。 

２月定例会の協議後に変更となった部分を説明する。小中一貫教育推進

室の事務分掌のうち、１点目、「施設一体型の学校設置に関すること」を

「施設一体型の小中一貫校設置に関すること」に変更するとしていたが、

「施設一体型の小中一貫校に関すること」とし、小中一貫校に関する事務

全般を網羅する。２点目、「小中一貫校設置に伴う学校の廃止に関するこ

と」を追加するとしていたが、令和６年度には小中一貫校設置に伴う学校

の廃止に関する業務はないため、文言追加をしないこととする。改正の施

行期日は令和６年４月１日である。 

 

  教育長が、第１２号議案について採決を行い、原案のとおり可決された。 

 

日程第５ 第１３号議案 三木市立体育館等管理運営規則の一部を改正する規

則の制定について 

 ○手島文化・スポーツ課長が次のように説明した。 

三木市立体育館等管理運営規則の一部を改正する規則の制定について、三

木市教育委員会の権限に属する事務の一部の教育長への委任等に関する規則

第２条第１項第２号の規定により、委員会の議決を求める。 

制定理由については、三木市公共施設再配置方針に基づき、勤労者体育セ

ンターの機能を他の施設に集約し、廃止することに伴い、三木市立体育館等

管理運営規則について所要の改正を行う。 
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改正内容については、名称を「三木市立わんぱく広場管理運営規則」に改

め、本則の勤労者体育センターに関する規定を削除する。改正の施行期日は

令和６年４月１日である。 

 

（稲見委員）市民がわんぱく広場を利用できるかについて、教えていただきた

い。 

 

（手島文化・スポーツ課長）わんぱく広場は、小林地区にし尿施設を建設する

際に、地元の要望で設置したものである。このため、地域のかたのみが利

用できる施設である。 

 

  教育長が、第１３号議案について採決を行い、原案のとおり可決された。 

 

日程第７ 報告事項 令和６年度における認定こども園及び保育所並びに放課

後児童健全育成（アフタースクール）事業に係る補助執

行について 

 〇仲谷教育・保育課長が次のように報告した。 

   市長の権限に属する事務の補助執行に関する規則第２条の規定による補

助執行事務について、令和６年度に重点的に取り組むべき項目として市長

から依頼を受けた。特に、就学前教育・保育施設における待機児童等対策

については、「令和６年度は幼保一体化計画の見直し年度となっているた

め、可能なかぎり今後の社会情勢も見据え、将来における人口予測を精査

し計画を立てること」との依頼を受けている。 

 

日程第８ 報告事項 令和５年度三木市文化芸術賞被表彰者の決定について 

  〇手島文化・スポーツ課長が次のように報告した。  

三木市文化芸術賞表彰規則第４条の規定に基づき、次のとおり三木市文

化芸術賞等の被表彰者を決定したので、三木市教育委員会の権限に属する

事務の一部の教育長への委任等に関する規則第２条第２項第４号の規定に

より報告する。 

文化芸術奨励賞として２人を表彰する。高田哲男さんは第２６回岡本太

郎現代芸術賞展で入選され、橋本直樹さんは第５回日本財団DIVERSITY IN 

THE ARTS公募展の中で望月虚舟賞を受賞されたことにより表彰する。表彰

式は３月２７日に実施する。 
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 日程第９ 報告事項 三木市教育委員会顕彰規則に基づく被顕彰者の決定に

ついて 

  〇森田教育総務課長が次のように報告した。 

人権推進課の関係であるが、代理で報告する。 

三木市教育委員会顕彰規則第４条の規定に基づき、三木市教育委員会被

顕彰者を決定したので、三木市教育委員会の権限に属する事務の一部の教

育長への委任等に関する規則第２条第２項第４号の規定により報告する。 

勤続年数が５年以上かつ令和５年度末に退任する人権教育指導員が対象で

ある。 

 

 日程第１０ 報告事項 各課（室）の所管事項について 

  （１）教育施設課報告事項 

〇荒田教育施設課長が次のように報告した。 

     志染保育所園舎増築改修工事は、園舎の外側が完了し、内装を進め

ている。 

     三木中学校プール水槽防水改修工事は、完了した。 

     緑が丘中学校プール水槽防水改修工事は、シート張替えの最終段階

であり、工期内で完了する。 

令和５年度子どもの移動経路危険箇所の対応状況について報告する。 

通学路３２箇所、指定外移動経路１１箇所の合計４３箇所について、

県道の道路管理者である加東土木事務所、市道の道路管理者である道

路河川課、三木警察署、生活環境課等と協議しながら安全対策を図っ

ている。 

 

  （石井委員）丁寧な資料で、分かりやすい。県や市、学校による対策等が

書かれているが、事故につながりそうな事案があったか教えていただ

きたい。 

    

  （荒田教育施設課長）学校からの報告は受けていない。草が繁茂し危険で

あるような場所については、道路河川課等に対応を依頼している。 

 

  （石井委員）新たな危険箇所も発生する可能性がある。随時、学校等と連

携し、対策を行っていただきたい。 

 

  （荒田教育施設課長）人の目の垣根隊の会員が、毎日、児童と通学されて
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いる。通学途上で会員が気付いたことについては報告があり、対策を

検討する体制を取っているため、今後も継続して対応していく。 

 

  （中嶋委員）よかわ認定こども園の危険箇所については、令和元年度から

継続要望となっている。検討期間が長すぎるのではないか。 

 

  （荒田教育施設課長）当該危険箇所の要望内容は、横断歩道又はカーブミ

ラーの設置である。横断歩道については、警察から設置することは難

しいとの回答があった。また、カーブミラーについては、設置に適し

た場所が民地であるため、設置することは難しい。このため、横断幕

や電柱幕等で注意喚起することができないか、生活環境課と協議して

いる。 

 

  （中嶋委員）予算が必要なことではあるが、人命に関わることであるので

十分な検討をお願いしたい。 

 

  （荒田教育施設課長）予算の問題ではなく、注意喚起の手段について生活

環境課と協議している。御指摘のとおり、安全に関わることであり、

生活環境課に働きかけていく。 

 

  （２）生涯学習課報告事項 

    〇河端生涯学習課長が次のように報告した。 

     三木市俳句まつりを３月２日に実施し、事前申込で一般から３３２

句及び小中学生から１，２１３句の投句があり、当日は７８句が吟行

地で詠まれた。 

高齢者大学・大学院卒業式を３月１４日に実施し、卒業生は大学生

１７人、大学院生２４人であった。 

高齢者大学・大学院の令和６年度の入学申込者は、大学が３４人、

大学院が２１人であった。令和５年度の入学者は、大学が３０人、大

学院が２１人であり、大学が４人増加している。 

 

  （３）図書館報告事項 

    〇伊藤図書館長が次のように報告した。 

     絵本セラピスト®による「大人のための読み聞かせ」を２月２５日

に中央図書館で実施した。初開催であったが、グループワークでは絵
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本を介してさまざまな感想や体験談が活発に交わされ、イベント終了

後もしばらく談話されるなど大盛況であった。今後も、人と人を結ぶ

図書館ならではの事業を実施する。 

歴史講演会「立ち上がった農民たち 吉川壬生藩領の百姓一揆」を

３月１７日に開催し、参加者は２９人であった。 

春休み！図書館こどもＤＶＤ上映会を３月２４日に吉川図書館で実

施する。 

令和５年度の新規事業について報告する。 

４月から実施した市内小学校向けの団体貸出「わくわく！としょか

んボックス」により、学校団体貸出冊数が令和４年度比２．８倍増の

２，５６０冊となった。 

９月から実施した図書館定期宅配サービスは、４人が利用している。 

１０月から実施した視覚障害者等用データ送信サービスは、１人が

定期的に利用している。 

１１月から実施した国立国会図書館デジタル化資料送信サービスは、

７回の利用申込があった。 

    

  （中嶋委員）歴史講演会に参加した。通常の歴史学習では学べないような

地域的な内容であり、大変よかった。 

     また、３月１０日に文化会館で実施されたみき演劇セミナーの公演

にも参加し、大変よかった。「わがまちシリーズ」として、郷土の歴

史についての公演を重ねておられ、内容も中学生であれば十分に理解

できると思う。郷土の歴史を学ぶ機会をつくってはどうか。 

 

  （手島文化・スポーツ課長）郷土の偉人ということで、吉川の戦国武将で

ある渡瀬好光の生涯についての公演であったが、劇用に脚色された部

分がある。劇として御覧いただくだけならばよいが、学校で学習する

ためには、史実を検証する必要がある。 

 

  （大北教育長）史実については劇用に脚色している部分があるかもしれな

いが、時代考証やシナリオを含め、大変力の入った演技を見せていた

だいた。ポスターやチラシは学校に配布したのか。 

 

  （手島文化・スポーツ課長）校園長会で配布を依頼した。 
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  （梶委員）図書館定期宅配サービや視覚障害者等用データ送信サービスに

ついて、利用者を増やす方策があれば教えていただきたい。 

 

  （伊藤図書館長）令和６年４月に再申請が必要であるため、広報みき４月

号やその他の媒体を使って周知する。 

 

  （大北教育長）図書館定期宅配サービスの利用者は、どの媒体からサービ

スを知ったのか。 

 

  （伊藤図書館長）広報みきが多い。 

 

  （４）文化・スポーツ課報告事項 

    〇手島文化・スポーツ課長が次のように報告した。 

     スポーツ賞表彰式・教育功労者表彰式を２月１７日に教育センター

で開催し、来場者は１００人であった。 

     企画展「野口雅史 鉛筆画展」を２月１７日から３月１０日まで堀

光美術館で開催し、２，８７７人が来場した。何度も来場する人がい

るなど人気の企画展であった。 

みっきぃふれあいマラソンを３月３日に三木総合防災公園で開催し、

出場者は１，３７５人であった。出場者は、多い年度と比べると半数

程度となっているが、天候に恵まれ、無事に終了した。 

みき歴史資料館協議会を３月１５日にみき歴史資料館で開催し、出

席者は５人であった。 

 

  （５）学校教育課報告事項 

    〇田中学校教育課長が次のように報告した。 

     第１２回定例校園長会を２月２７日に行い、令和５年度不登校対策

のまとめとして、２月２１日に実施した不登校対策専門委員会の資料

を配布し、校内支援教室やオンライン授業の在り方について、今後は

協議を重ね、よりよいものとしていく必要があることを伝えた。三木

市の不登校の状況は、全国の傾向と同様、子どもの無気力又は不安が

要因となっているケースが最も多いため、子どもが学校へ行くことに

意義を感じながら登校できるよう、魅力ある学校づくりが大きな課題

となることを併せて伝えた。 

     「未来を創る学力育成三木モデル事業」の取組について、成果と課
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題を報告した。本年度は昨年度に引き続き、教職員の意識改革、授業

改善及び情報の共有に重点的に取り組んだ。 

教職員の意識改革や授業改善は着実に進んでいるものの、子どもが

どう変容したかを分析するまでには至っていない。授業改善が目的化

することなく、「子どもが何を学んで、どう変わったか」を大事にし

ながら事業を続けていくことが課題である。 

令和６年度から学習プラットフォームアプリを導入し、教職員の資

質能力の向上を図っていくことを説明した。 

     第５回三木市部活動の在り方検討会議を３月１８日に開催した。最

後の検討会議であり、「三木市における今後の学校部活動及び地域ク

ラブ活動の展開についての意見書（案）」を最終確認した後、同会議

の委員長から教育長へ意見書が手渡された。 

この意見書を基に、令和６年度に三木市のガイドラインを作成する。 

令和５年度の修業式を３月２２日に全ての学校において実施した。

春休みは１６日間で、令和６年度の始業式を１日遅らせたこと及び曜

日の都合により、令和５年度よりも３日長い。令和６年度の始業式は

４月８日、入学式は４月９日、１０日及び１１日に実施する。 

 

  （６）教育センター報告事項 

    〇計倉教育センター所長が次のように報告した。 

     研究グループ発表会を３月１日に実施し、７グループが発表し１０

１人が参加した。 

     みっきいルームの体験活動を３月１９日に行い、みっきぃルームの

通級児童生徒１８人のうち１１人が参加し、クレープを作った。 

     青少年センターの事業について報告する。人の目の垣根隊の感謝状

贈呈式を３月２３日に開催する。 

 

  （石井委員）研究グループ発表会のうち、「乳幼児の内面を育てる『身振

り表現』」、「探求の共創 ～“みらい”を創る～ 総合的な学習の

時間の実践、探求の共創 ～“みらい”を創る～ 生活科の実践」及

び「小中一貫教育のさらなる推進・充実に向けた実践事例について」

の３点に参加した。どの研究も、時間の都合によるものか、教員の多

忙さによるものか、深い考察がないように感じた。 

     小中一貫教育については、ワーキンググループで教職員が集まり、

共通理解を深めたり、自発的な取組をしたり、Ｑ＆Ａを作成したりと、
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多忙な中での苦労がよく伝わってきた。発表内容も、教職員が実感し

た子どもの変容等について、先進地視察で聞いた内容と重なる部分が

多かったことは、大きな成果であると感じた。一方で、多忙で時間が

確保できないことから、教職員が主体的ではなく、受け身であるよう

に見受けられたことは残念であった。子どもたちが主体的な深い学び

をするための仕組みづくりをするためには、教職員が研究するための

時間を確保し、研究結果を次年度につなげていくことができる体制を

整える必要がある。時間を確保した上で教職員自身が研究テーマを提

言することができれば、深い研究につながると考える。体制が整わな

ければ、研究グループ発表会に参画する教員は減少するのではないか

という危機感を感じた。 

 

  （計倉教育センター所長）主体的な研究につながっていないことは、教育

センターも課題として承知している。改善策としては、従来から教科

ごとに教職員が集まり、１年間研究する教科グループがあることから、

今回発表した研究グループと教科グループを関連付けできないかと校

園長会で提案したところである。継続性については、令和４年度から

小学校と中学校の教職員が共同で数学の研究を行っており、令和６年

度に３年間の成果を発表できる見込みである。 

 

  （石井委員）この研究発表は、コロナ禍で参加できなかったため、久しぶ

りに参加したが、どの発表も続きが知りたくなる内容であった。小中

一貫教育に関しては、三木市は始めたばかりであり、結果がすぐに出

ないことは承知している。すぐに結果が出ない、正解がないところに

教職員が挑んでいくような研究であり、子どもに求めている力と同じ

だと考える。授業や身振り表現、探求授業等のアプローチを通して、

教職員の子どもたちに対する真剣な、主体的な姿勢を感じたいため、

次年度も研究を継続していただき、どこかで成果をお聞きしたい。 

     なお、資料について、字が小さすぎて見づらいものがあった。次年

度以降、改善していただきたい。 

 

  （中嶋委員）石井委員同様、研究グループ発表会に参加した。発表の時間

が大変短い中、これまでの成果を全て出すことは厳しかったかもしれ

ない。一方で、これまで自分たちが取り組んできたことであれば、時

間の長短にとらわれず、しっかりと発信できるはずであり、その点は
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もう少し頑張っていただきたかった。 

     小中一貫教育については、施設一体型の小中一貫校の設置が目前に

迫っている。先進地が多くある中で、三木市ではこのようなものをつ

くりたいという教職員の強い提言が欲しかった。 

 

  （計倉教育センター長）発表時間が短かったことについては反省する事項

であり、令和６年度については会場を増やし、発表時間を確保する。 

 

  （武内小中一貫教育推進室長）三木市の小中一貫教育は、令和３年度から

全市的な取組を開始している。令和５年度まで３年間進める中で、最

も大きな課題は、先進地と同様に教職員の意識改革である。教職員は、

１年１年の学びを９年間しっかりと積み上げていくという小中一貫教

育の理念については理解している。一方で、学校文化やシステムの違

いをはじめ、学校間が離れているということもあり、共通の研修など

の機会の確保が難しく、それゆえに、負担感が増していく傾向が強い。

この傾向は、全国的にもよく指摘されている。 

     三木市では、少しでも教職員の意識改革を促すため、教職員の交流

研修を実施しているほか、令和４年度からは各中学校区で目指す児童

生徒像の在り方や９年間の学びをつなぐカリキュラムの素案づくりを

実施している。 

     その他にも三木市独自の取組として、代表教員によるワーキンググ

ループを設置したり、先進的な取組を行う校区として吉川中学校区及

び別所中学校区を実践推進校に指定したりしている。 

     令和５年度までは、さまざまな仕掛けを考え、種をまいてきた。今

後、まいた種を自分たちで育てていきたいと感じさせるためには、「や

ってよかった」というプラスのイメージを持つことが必要である。実

践推進校では実際に先進的な取組をする中で、児童生徒と教職員の双

方がメリットを感じている。 

     実践する中で、児童生徒をはじめ、教職員や保護者がそれぞれの実

感を伴った「よさ」を見つけられるような推進の在り方を、令和６年

度以降の大きな課題として進めていく。 

 

  （７）小中一貫教育推進室報告事項 

    〇武内小中一貫教育推進室長が次のように報告した。 

     吉川小・中学校学校運営協議会及び緑が丘中学校学校運営協議会に
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ついては、本年度の課題の共有や次年度への取組の充実に向けた話し

合いを行い、令和５年度に予定していた活動を全て終了した。それぞ

れの校区で地域の特徴を踏まえた特色ある取組がみられた。 

     令和６年度は、別所小・中学校及び自由が丘中学校に導入する。 

先進校視察を２月２６日及び２７日に実施した。吉川に設置する学

校を想定し、小中一貫校であり、特認校制度を導入している笠間市立

みなみ学園義務教育学校及びかすみがうら市立千代田義務教育学校を

訪問した。児童生徒の学びや育ちに関することや学校運営上のポイン

トなどについて意見交換を行うとともに、地域に根差した特色のある

学びや増改築による学校設置の考え方等についても聴き取りした。 

先述の３月１日に実施した教育センター研究グループ発表会におい

て、市内の代表教員で組織した小中一貫教育ワーキンググループによ

る発表を行った。各中学校区において、学校施設が離れていても進め

てきた実践事例を紹介するとともに、成果や今後の推進に向けた課題

等を共有した。 

令和６年度も、令和５年度の取組を踏まえ、教職員の意識改革をは

じめとした小中一貫教育の裾野を更に広げていきたい。 

 

  （８）教育・保育課報告事項 

    〇仲谷教育・保育課長が次のように報告した。 

     令和５年度アフタースクール春休み限定入所児童を２月５日から２

９日まで募集し、３７人の応募があった。 

     幼稚園及び認定こども園の修了式及び卒園式を３月１９日に各園で

実施した。緑が丘東幼稚園及び広野幼稚園については、令和５年度末

で閉園するため、卒園式の後に閉園式を実施し、閉園式後及び２０日

午前中に閉園イベントとして園舎・園庭開放を行った。２日間で緑が

丘東幼稚園は４００人、広野幼稚園は３００人が参加した。 

     志染保育所の修了式及び卒園式を３月２３日に実施する。 

     春休みアフタースクールを３月２３日から４月６日まで実施する。 

 

 日程第１１ その他 なし 

 

 日程第１２ 次回定例会の開催日程について 

   教育長が、次回の教育委員会定例会の開催について諮り、令和６年４月

１９日午後２時から開催することを決定した。 
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*************************************************** 

 

 

（非公開） 

 日程第６ 第１４号議案 令和６年度三木市教育委員会事務局職員等の人事

異動について 

 

第１４号議案は、三木市教育委員会会議規則第５条第１項ただし書の

規定により、非公開で審議したため、同規則第３１条の規定により、内

容については記載しない。 

 

教育長が、第１１号議案について採決を行い、原案のとおり可決され

た。 

 

 

      *************************************************** 

 

 

 閉  会 

教育長が、令和６年３月三木市教育委員会定例会の閉会を宣言した。 

 

  

 



 

 

 

【令和６年３月三木市教育委員会定例会会議録】 

 

 

             教 育 長                 

 

 

             署名委員                 

 

 

             署名委員                 

 

 

             記 録 者                 


